
イギリスの文学教育(3)

-詩　の　創　作　指　導-

イギリスにおける詩の指導においては,単に一編の

詩を読みとり,鑑賞するにとどまらず,詩教材を用い

て,生徒たちに,く話す)く開く)く書く)く演じる)く朗

読する) ・といった,さまざまな活動を行わせることが

めざされている。こういった活動のうち,く読む)く鑑

賞する)く朗読する)く話す)といった活動をしくんで

いく学習については,ふじゅうぶんながらも,すでに

考察したことがある。1)

本稿では,イギリスにおける中等学校の詩の指導を

考察するなかで,これまでまだ触れていなかった,坐

徒たちに詩を書かせる指導について,その意義・目

標・指導過程・方法を考察し,その特色を明らかにし

てみたい。とりわけ,本稿においては,いったい何の

ために詩を書かせるのか,ということを,問題意識の

根底において考察を進めていきたい。 (なお,本稿の

なかでのTイギリス」は,おもにEnglandを指す。)

1.イギリスの中等学校における詩の指導全般

に関する視学局(HMDの見解

1987年に上梓された,視学局の報告書r中等学校に

おける詩の指導」 (①)には,現在のイギリスの諸々

の中等学校における詩の指導の現状が報告されている。

まず,詩の指導の有する意義について,この報告書

の「序文」では,次のような見方が示されている。

<詩は,それが私たちに与える経験のうちで,ことば

の属性を横能させるものであるがゆえに,国語学習の

中心とならなければならない。 〔中略-引用者〕教

師として,私たちは,潜在的に有効な多くのことばに

関心を持つよりも,むしろ私たちの生徒たちがどの程

度ことばという財産を実際に使用できるようになるか

ということの方に関心を持っている。あまたあるもの

ごとの中で,文学は,ユズラ・バウンドが主張してい

るように,ことばを生きた正確なものとしておくため

の方法のひとつなのである。生徒たちに,ことばを獲

得させる中で,また,ことばの力や持ち味の中に,豊

筏で生命力に満ちた感覚を取り戻させていくというと

ころが,国語教育のなかで詩の受け持つ部分なのであ

る。> (①-3)

しかし,この報告書の編者たちの見た,現在のイギ
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リスの中等学校における詩の指導の現状は,次のよう

なものであった。

i:テッド・ヒ.i-ズは,その重要でかつ鞍い影響力を

持った　r詩の生まれるとき」において,詩のふたつの

局面を指摘し,それらを中心的なものとみなしている。

そのひとつは,詩が「私たちがまことに学びたいと思

うような,特別な知恵」を有しているということであ

り,もうひとつは,いかなるこどもの内にも,自己表

現を行う才能が,潜在的にはかりしれないほど備わっ

ている,ということである。 〔中略-引用者〕しか

しながら,多くの中等学校における詩の指導の現状に

あっては,詩の知恵にも生徒たちの自己表現の力にも,

あまり信がおかれていない。中等学校を視察したり,

訪問したりしてみても,それらの学校の多くにおいて

は,通常国語学習の中できわめて少量の詩しか取り入

れられていないということがわかる　> (ゥ-4)

<概して, 1975年のバロック報告において述べられて

いる文学教育の特色が,詩の指導に関するかぎりさし

て変わらないものであると記すことは,落胆を招くも

のであろう。バロック報告には,こうある。 「説明や

要約が支配的に広がってしまった。つまり,文学は衰

退したのである。」「散文の理解とほとんどかわらない」

ように詩を扱ったり, 「切実な反応のために何らヒン

トとならないような規範的な回答や,ステロタイプ化

された注釈」などが,中等学校の多くの生徒たちの心

の中に,文学に対して敵意ある態度をかたちづくるの

に,一役買っているのである。その例証として,

APUが行った第1回Secondary Language Surveyに

おける統計がある。そこでは, 47%の生徒たちが学校

外では詩を読まないとし, 73%の生徒があまり熱心に

詩を読まないとしている。そして, 36%の生徒は,請

に対して全く反感を示しているのである。さらに,あ

る14歳の0レベルの生徒のコメントの中には,このこ

とが如実に示されている。 「もしもぼくが二度とけっ

して詩を読まないことを許されるなら,きっとぼくは

詩を読まないことだろう。ぼくの人生において詩を読

むということは,ぼくに何らの楽しみも与えなかった。

詩を読みたいと思うこどもたちがいるなら,ぼくはそ
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のこどもたちのために,特別のクラスを作ってあげた

い。」 ≫ ((9-5-e;

詩によってことばの力の回復を図ろうとする報告書

の編者たちの日に映った,現在のイギリスの中等学校

における詩の指導の現状は,必ずしもそういった顧い

を果たすのにじゅうぷんなものではないようである。

いわば,ふじゅうぷんな指導のあり方が,生徒たちの

うちに詩への　く敵意)をかたちづくっているというわ

けである。このように,現状がじゅうぶんなものでな

いからこそ,最初の引用文に見られるような願いがう

たわれでいると見るのが妥当であろう。

2.詩の創作指導に関する教師側の意識
オックスフォード大学のピーター・ベントン講師は

イングランド南西部のオックスフォードシャ-州の総

合制中等学校の国語科専任教師およびヒューマニ

ティーズのなかの国語担当教師に対して,詩の指導に

関する意識調査を行い,その結果を分析している。 (②)

この調査は,質問紙形式で行われ, 43の総合制中等

学校の,合計175人のスタッフが60%を越えるほどの

回答を示してくれたという。その質問紙の中身はおも

に「(a)詩を読むことおよび詩について討議すること」

と「(b)詩を書くこと」とが重要なことかどうかを判断

し,その理由をあげてもらい, 「教師たちが詩を教え

る際につきあたる問題や悩みを記述」してもらうこと

を求めている。ここでは,とくに詩を書かせることの

指導について,イギリスの国語教師たちがいったいど

のような意識を持っているのかということを知る手が

かりとして,この意識調査の結果をみてみたい。それ

は,こういった意識調査の結果に反映された教師たち

の詩の創作指導に帯するイメージが,イギリスの詩の

創作指導の現場においてとらえられている,詩の創作

指導の意義ないし目標の内実をかいま見させてくれる

ものだと思うからである。

ペントンが,その調査結果を分析するなかで, 「詩

を書くこと」について触れている部分(②-15-16)

には,次の(1)から(1功のような,国語教師たちの意見が

とりあげられている。

(1)詩を書くということの価値は,それが「自己一表現」

を促すところにあるO

(2)こどもたちが詩を書くということによって,散文や

口頭の作品を書くことによっては容易にみいだせな

い類の自由さがもたらされる。

(3)生徒たちは大きくまごつくこともなしに,詩の形式

のうちに深い情動を表現することができる。何人か

のこどもたちにとって,詩を書くということは,自

ら確認しがたいあこがれを語ることを可能にしてく

れる唯一の方法なのである。

(4)詩を書かせるということは,時間の経過を伴いなが

ら,自分たちの生徒たちについてのいっそう親密な

理解を保証していくものとして価値づけられている。

(5)詩を古くということで,こどもたちは,さまざまな

形式のなかで,ことばをめぐる実験を行うことがで

きるようになり,力の劣った生徒たちでさえも.そ

のような方法で反応していくことを比較的容易に感

じるようになる。厳密な文章形式の構造から解き放

たれたはあい,あるいは,句読法や綴字法の規則を

生徒たちが思い起こさなければならないばあい,か

れらはよりいっそう好んで自己を表現するように思

われる。

(6)生徒たちは,詩を書くことが散文を書くことよりも,

おおむね自然なことだとみなしている。

(7)詩を書くことによって.いわゆる能力の低いこども

たちも,自分自身の感情に形式を与えていくことが

可能になったばあいには,かれらがいかに矯正の必

要のないものかということが.明らかになる。

(8)生徒たちは,形式をめぐった実験をすることができ,

かれらがすでに読んだことのある,ひとつの詩の方

法を模倣することができるようになる。かれらは必

ずしもおとなたちの用いるおきまりの方法を用いた

りせずに,ことばと戯れることができ,それらのこ

とばに慣れ親しむことができる。

(9)詩を書くということによって,生徒たちは,長たら

しくて,およそかわりばえのしない,だぶだぶの散

文の断片を書かせることを通しては得られないよう

な形態のひとつを発展させていけるようになる。

(10)私は,詩を書くという営みを,まったく技巧や技法

の練習だとみなしている。教室において,私は,請

を,ひとつの技巧,ないしはことばの問題としてと

らえ,それらを制作途中のものとみなしている。

(ll)詩に対することもたちの自然なかたちでの反感は,

特に能力的に劣った生徒たちの多くが全くたどりつ

くことのできないような,そして,よくても単純な

意見をへたくそに書きとめた,ステロタイプ化され

た作品をとおしての経験の偽造を招くような　r創造

性」を求める教師たちが生み出したものである。

(18こどもたちの詩に帯する愛情は,かれらの社会的・

情緒的・言語的発達のごく自然な一部であるのだが,

それはたとえもっとも能力の劣った者であっても,

あらゆるこどもたちの内部に備わっている創造的な

力を,積極的に刺激する教師たちによって,強めら

れたり保たれたりするのであり,しかも自分で詩を

書くということを通して,こともたちは自分自身や

自分のまわりの世界を,他のどんなものよりもずっ

と深遠で鍛えられた,ひとりひとりにとって価値の
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あるような方法で探究していくしことになるだろう。

このように詩を書かせることの意義について,教師

たちの意識の中心にあるのは,生徒たちの内面を耕し,

「自己一表現」をさせていこうとすることである。 (現

に,ベントンの考察によれば,上に掲げたうち, (1)の

ような回答を全体の34%が寄せていたという。)しかし,

その-.方では,そういった「自己一表現」をさせてい

くための方法としての詩の有効性をことさらに意識化

し,生徒たちにさまざまな詩の形式に触れさせて, 「自

己一表現」を行うための手だてをかれらの内に育てて

いこうとする意識もまた強いようである(11X13の意見

は,そういった教師たちの求めている理想の姿を描い

たものであろう。すなわち,イギリスの中等学校にお

ける詩の創作指導の現場においては,詩のさまざまな

形式の持つ力を十全に発揮させて,生徒たちの内面を

揺り動かし,かれらの内部に眠っている創造性をこそ

表出させることが,教師たちのめざすところとされて

いるわけである。そして,それは, 1で触れた祝学局

の報告書の「序文」に見られたような願いに通じるも

のでもある。

3.詩の創作指導の方法と実際

では,生徒たちの内面の情動を耕し,かれらに「自

己一表現」を行わせていくための詩の創作指導は,ど

のように行われているのだろうか。

中等学校の国語教師であり,かつ,自ら詩人でもあ

るステイ-ヴン・タニクリフは,詩の指導の全般を幅

広く見渡した著書　r詩的経験」 ((塾)において,詩の

創作指導を定式化して「束縛衣」のようなものとした

り,模倣のための「モデル」を強調したりする,古い

創作指導観を批判しつつ,自ら詩の創作指導のための

プロセスを呈示している。タニクリフによれば,それ

は, (1)刺激(stimilus) , (2)形式(form) , (3)修正(revision),

の3段階に分かれるという。いま,その三段階を,タ

ニクリフの言うところ(③-142-151)に従ってまと

めれば,次のようになる。

〔(1)刺激〕

-詩を作ろうとする人には有意義なものとみなされ

たある経験。

-たとえば,読むことであっても,それをくモデル)

としてでなく　く経験)としてとらえるとすれば,そ

れは単なる模倣とはならなくなるであろう。

-詩およびもっと原初的な詩的文章を誘発すること

のできる経験は,人生そのものにも劣らぬくらいに

多様なものであろうし.読むことによってひきおこ

されたテーマに関して,探究的な討議によって独立

したものとなったり.まったくの意識へと変えられ

たりする。

〔( 2)形式〕

-刺激に対する自分なりの反応を表出するための方

法や,湧き上がってきた感情や考えを記録するため

の方法をみつける上で,生徒の内側にある種のイン

パクトが生まれたとき,はじめて生徒たちは形式が

必要だと考える。

-形式が見出されることで,生徒たちが適切な媒体

や枠組,つまり経験をとらえるための樫,もしくは

経験を生かすためのパタン,を発見するための横会

がいっそうかなえられる。

-詩的な表現のく形式)についての,いくつかの実

践的なしごとを,単独に導くことのいまひとつの利

点は,それによって呈示された技法上の諸問題に焦

点を絞ることで,生徒たちがしばしば詩を生み出す

ための肱芽を自力で発見できるように鼓舞されると

いうことである。

〔(3)修正〕

-この第3段階は,必ず他の2つの段階が完成され

たのちに行われなければならないというわけではな

い。修正の過程は,しばしば,はじめの一語が記さ

れた時点から行われはじめ,生徒がほんとうに特定

のく形式)にかかわっているときには,そういった

く形式)を生み出す前に,かれらは多くの修正や改

稿を余儀なくされるo　しかしながら,修正の過程に

没頭している書き手が,異なった立場に気付くこと

はたいへん有益なことであるO

これらの各段階は,いずれかの段階を強調すればそ

れでよいというものではない。生徒たちの内面を耕し

「自己一表現」をさせていこうとする教師ならば,こ

れらの諸段階を,自ら工夫して柔軟に綴り合わせてい

くことが必要となる。タニクリフは,これらを,詩を

書かせていく際の3つの段階だと述べているが,それ

をまるで定式ででもあるかのように受けとめることは,

タニクリフ自身株っているように,それらをまるで「束

縛衣」のようにしてしまうことになりかねない。生徒

たちが詩を書いていく際にも,必ずつきあたるであろ

う,これらのプロセスの各段階において,教師たちが

生徒たちの書く活動を促していくよう,タニクリフは

求めているわけである。

次に,イギリスの中等学校においてどのような詩の

創作指導が行われているかということを,タニクリフ

の示した各段階に即しながら,おもにイギリスの中等

学校の国語教師たちが報告した実例をもとにみていき

an

〔(1)く刺激)段階〕

く刺激)の段階については,サンディ・ブラウンジョ

ンという教師が,く直接の観察)の重要性を説いている。
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<く直接の観察)は,こどもたちが書くように促すた

めの,立証済みで,あてにされてきた方法である。そ

のばあい,たとえば,コットン綿のつまった瓶のよう

な対象を提出して,匂いについてのいろいろな見方を

書かせていったりする。絵や,スライドやフイルムを

見たり,音楽やテープに録音きているものを聴くこと

や,こどもたちを公園,目抜き通り,市場などに連れ

ていき,自らをとりまくものごとを体験させていくこ

となども考えられる。五感を直接に使わせるようとす

る方法ならば,どのようなものであってもよい詩を誘

発することができるだろう。 > (①-79)

これは,ことさらに新しい方法ではないが,く五感

を直接に使わせ)て観察を行わせていくことが,生徒

たちに詩を書かせていくための有効な　く刺激)になる

という考え方が強調されているところに注E]したい。

いわば,詩のことばを生徒たちの内面から紡ぎ出すた

めに,かれらの体験を耕すことがここではめざされて

いるわけである。

また,く直接の観察)によらなくても,生徒たちの

感覚を　く刺激)するような場を作り上げていくことの

重要性を報告する教師もいる。ブライアン・ポウエル

という教師は,自分の教室経験の中で印象的だった場

面を次のように措いている。

≪私は,ある日の授業で,その時間の当番の男の子が,

頭をデスクにつけて目を閉じるように,私たちに求め

た時のことを,今でも鮮やかに思い出す。私たちが彼

の言ったとおりにするとすぐ,彼はブラインドを降ろ

した。部屋は真っ暗になった。そのあと,彼は黒板の

上のライトのところから,太い縄を吊るし,その末端

を大きな輪にして,それをまるで死刑執行用の縄のよ

うにした。灯りが縄を照らしたとき,暗闇を背景とし

て,その縄はくっきりと浮かびあがった。それからそ

の男の子は,ポータブルのテープ・レコーダーのス

イッチを入れた。彼はそのテープに, 20分間にわたる

グランドファーザー時計の大きな響き音を録音してき

ていた。そして彼は,私たちに目を開けるように求め

た。 ≫ (③-146)

さながらドラマでも行うかのように,この　く男の子

は教室にきわめて凝った装置をこしらえたわけである。

このように,自分たちを取り巻くさまざまな現実のも

のごとを　く観察)することで自らの感覚に　く刺激)を

与えることばかりでなく,自分たちの感覚を　く刺激)

していくような虚構の場面を作り出していくような試

みも行われているわけである。

〔(2)く形式)の段階〕

感覚をく刺激)することで得られたものに,どのよ

うな　く形式)を与えて,他の人にも共有可能な状態に

していくかということがこの段階での課題であるO　こ

の段階にあっては,さまざまな詩の　く形式)に生徒た

ちを触れていかせようとする試みがみられる。

バリー・ウェイドという教師は,日本のく俳句)形

式が,詩を作っていく上でことばのむずかしさから生

徒たちを解放してくれる点に着目している。

<ある第4学年のグループが,お互いのために,とり

たてて書いたことがあった。かれらは,数個の俳句を

書き,名前を隠してそれらを教室の壁に展示した。 1

時限のあいだ,それをお互いに読み合った。それぞれ

自分の心に訴えかけてきた詩をひとつふたつ選び出し

て,うちとけた雰囲気でそれらを討議し,そのあとで

それらの詩をクラスのみんなに読んで聞かせたり,時

にはさらに討議を続けた。私もまた,きわめて下手く

そな字で3つの俳句を書いてみた。その時限のあいだ

ずっと,私はクラスの中のだれかが私の詩のうちどれ

かひとつを選び出さないかと待っていた。が,だれも

選んではくれなかった。まことに,俳句とは偉大な地

ならし機である。 > (③-148)

こういった　く俳句)などの　く形式)に注目するアプ

ローチの有効性を,ニール・ポウエルという教師は次

のように指摘している。

≪詩や音楽の中には,明らかに,強く集中を促すよう

な要素が存在するのだが, 「思想」や「表現」を主た

る営みとするはずの国語の中にあってそれは,時に不

当に無視されるのである。そして,学校や教室にあっ

ては,そのような要素を無視することがしだいに多く

なってきている。 〔中略-引用者〕対位法的な詩を

作ることは,芸術と科学との閏に動的なかたちで橋わ

たしをすることになる。そして,それを無いがしろに

することは,すなわち,芸術においては支離滅裂さを

科学においては無味乾燥さを招くことになる　>
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ポウエルは,詩のく形式)に注目するアプローチを,

それが生徒たちの意識のく集中)を招くという点で評

価し,国語の教室においてそういったアプローチがと

もすれば無いがしろにされがちであると指摘している。

これは,国語において　く想像)や　く表現)が重視され

ながら,一方では詩のく形式)が無視されることによっ

て不本意な偏りが生じる点に警鐘を鳴らし,詩のく形

式)に着目することの重要性を説いたものである。

こういった詩の　く形式)に着目した,創作のための

アイディアを交流する試みも見受けられる。たとえば

ミカエル・ショウという教師は,詩の　く形式)に着目

した創作のためのアプローチとして,くロボット)くカ

リグラム)くコンクリート・ポエム)く超現実の詩)く俳

句)く書き換え)く詩そのもの)という6種のものをと

(28)



りあげている。このうち,くロボット)というアイディ

アについて,ショウは次のように書いている。

<詩はことばをたくみに操るものであり,経験を表現

するのにかなった語を見つける試みである。コン

ピュータであっても,単語を操ることや, 「詩」を生

み出すことは可能である。こどもたちには,それは可

能なこ.とである。クラスのこどもたちに,新聞から切

り取った,限られた数の単語や語句の群れを与えてみ

よう。それから,こどもたちに, 「コンピュータの詩」

よろしく,それらの単語や語句を組み合わせて,自分

なりに詩を作り上げるように求めてみたらいい。この

ようにして詩を作ろうとすると,じきに限界がきて,

こどもたちは間もなく,自分のことばで足りないとこ

ろを補おうとするだろう。すなわち,そのとき椀械的

にことばを組み合わせるのではなく,創造的に書きた

いという欲求が,こともたちのうちに呼び起こされる

のである。こどもたちが, 「自分自身」のことばを用

いたほうがいいものになると結論づけるだろうことは,

想像に難くない。このようにして,創造性が個人の経

験のなかに位置づくのである。 > (⑥-14)

与えられた　く単語や語句)を組み合わせることを求

め,その組み合わせの可能性のいずれもが自ら満足の

いかないものであった時,詩のことばを生み出そうと

する　く創造性)が生徒個々のうちに芽生えるという期

待が,このような試みの背景にはあるように思われる。

く形式)の力が,生徒の創造性を刺激し,詩を生み

出していった例は, 1で取り上げた視学局の報告書の

なかにも見受けられる。ノーサンプトンシャ-の総合

制中等学校の15歳の生徒が,テッド・ヒューズの「憩

う鷹」という詩の　く形式)をバネにして書いた, 「銀

行の支配人」という詩がそこには取り上げられている。

ヒューズの詩,生徒の詩のそれぞれの第1連のみを次

に示してみる。

I sit in the top of the wood, my eyes closed.

Inaciton, no falsifying dream

Between my hooked head and hooked feet:

Or in a sleep rehearse perfect kills and eat.

(Ted Hughes, "Hawk Roosting")

I stand above the rest, watching intensely.

Inaction no falsifying dream

Between my pressed suit and polished shoes:

Or in a sleep rehearse stern looks and nos.

(生徒作品, …A Bank Manager"

この生徒の詩は,内容こそ「銀行の支配人」の威厳

に満ちたようすを描いたものだが,形式や趣向の点で

は,巣に憩う鷹の威厳を描いたテッド・ヒューズの「憩

う鷹」`に倣ったものである。報告書の編者は,この生

徒の詩について,次のように考察している。

≪形式と趣向とのこのような支配は,もとの詩(訳注

:ヒューズ「憩う鷹」)を読む中で,この詩に没頭す

ることをおあずけにしなければ,生まれなかったもの

であろう。そして,もとの詩のく痕跡)がまた,この

作品に新たな一面を与えているo > (①-25)

報告書の編者も,この生徒の詩が,ヒューズの詩の形

式と趣向とに倣い,ヒューズの詩の持つく形式)の力

を十全に利用しながら,自らのモチーフを表現したも

のとして位置づけている。

〔(3)く修正)の段階〕

3つめのく修正)の段階については,デヴィッド・

ヤングという教師の指導したものを掲げておきたい。

≪11歳のクラスの生徒たちを,校庭の池のところまで

連れていって,そこで経験したことをことばによって

とらえるよう促した。そのクラスのひとりが,そのと

き池に石を一個投じたOそのことをめぐって,そのク

ラスのひとりの男の子が, 3つの連続する草稿を書い

てくれた。 > (③-150)

その男の子のく3つの連続する草稿)とは,次のよ

うなものだったという。

i)死んだかえるが,雑草が,おたまじゃくしが,也

たりひっこんだりしている。石が投げ入れられた

ときに,波もんO広がった。樹から落ちた葉っぱ

たちが池に浮かんでいる。草。

ii)死!かえるのように

池の外に手を伸ばした

eSS5E 3

おたまじゃくしたちはうごめく

広がる波もんのまわりで

自分からでき・るだけ遠くへと

iii　死!

横たわるかえるのように

手足を伸ばして

池の底で取り囲まれながら。池の

田ras

暗い水によって。

おたまじゃくしたち

は緑の藻の下にもぐったり

その上に出たりする小さな織物

しだいに大きく

さらに大きく

波もんは広がっていくさらに遠くへ遠くへと

i)の草稿が,どのような指導を加えられた末に,

ii) iii)のような形にかわっていったのかという,そ

の間の過程は明らかにされていない。しかし,この男

の子は,たしかに,く修正)という活動をとおして,
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校庭の池を観察することで得た自らの印象を,く形式)

を模索しながら,詩のかたちへと練り上げていったの
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4.イギリスの中等学校における詩の創作指導の特色

最後に,ここまでの考察を踏まえて,イギリスの中

等学校における詩の創作指導の特色をまとめてみたい。

(1)生徒自身の「自己一表現」を媒介するてだてとし

て詩を書かせることが位置づけられている。このこと

は特に,何のために詩を書かせるのかという,詩の創

作指導における意義・目標論としてあらわれている。

つまり,形をとりにくい生徒内面の情動に形を与える

ものとして,詩を書くということがとらえられている

のである。

(2)しかし,詩の創作指導は,必ずしも生徒の「自己

一表現」ばかりをめざして行われているわけではない。

ある教師は, 「(生徒たちに)自己および世界を探究さ

せるためのもっとも価値ある手段」として,詩を書か

せることをとらえている。すなわち,そこでは詩を書

くということが,単に「自己一表現」の手段としてば

かりでなく,自己をも含み込んだ「世界」を把握し探っ

ていく手段としてもとらえられている。いわば,生徒

に「世界」探究の姿勢をとらせうるものとしても,諺

を書くということは位置づけられているのである。

(3)これらの考え方の根底にあるもののうち,重要な

のは,書かせていく詩が「作品」として完成されたも

のでなければなら率いというような,いわゆる「作品」

主義が全くと言っていいほど捨象されているというこ

とである。すぐれた「作品」を生み出していける詩人

や作家の育成に,イギリスの国語教育における詩の創

作指導は重きを置いていないのである。

(4)考察の中で触れた論者たちの主張のなかには,模

範文を模倣するような詩の創作指導を真っ向から否定

する者もいた。偉大な詩人の詩にやみくもに倣えとい

う古い詩の創作指導観を拒んだところに,現代のイギ

リスにおける詩の創作指導観は出発しているように思

われる。もちろんある詩人の詩の　く形式)をそっくり

まねた作品を生徒に書かせていった例もあるが,そこ

にあるのは,ある特定の偉大な詩人の詩をそっくりそ

のままに模倣する姿勢ではなく,むしろ,さまざまな

すぐれた詩の　く形式)をまねさせることで,生徒たち

に,詩的な経験の貯えをもたらそうとする姿勢であり,

またそうすることで,現実の諸事をみすえるためのく方

法)を与えようとする姿勢である。模倣という点では

同じであっても,現代のイギリスの詩の創作指導にお

いて求められている詩人の詩の　く形式)の模倣は,む

しろそのことによって,生徒の　くものの見方) -　く認

識方法)をかたちづくっていくという積極的な意義を

担わされている。

(5)詩の創作指導の実際において,特筆すべきことが

2点ある。ひとつは,上の(4)でも触れたように,さま

ざまな詩の　く形式)に触れさせていく営みが少なくな

いということである。いまひとつは,実際に詩を書か

せていく前の段階で,写真や絵などの視覚を刺激する

ものを与えたり,実際に野外に出て風景を観察させた

りして,生徒たちの感覚をく刺激)していく試みや,

生徒たちの感覚を　く刺激)するために虚構の場面を作

り出していく試みが少なからず見受けられたことであ

る。生徒たちの内面にじゅうぶんに　く書きたいこと)

を育てたのち,それらを言語化して表現する手段なり

枠組なりとしてさまざまな詩のく形式)を与えていく

指導のありようが,イギリスにおける詩の創作指導に

おいては特徴的なものだと言えるだろう。

(6)こういった詩の創作指導の背景には,視学局の報

告書にも書かれていたように,現代においてくことl力

の持つ力が失われつつあるという危機意識が存在する

ことも忘れてはならない。現代のイギリスにおける詩

の創作指導においては,そのように失われつつあるくこ

とlか　の力を回復していこうとする意識が存在してい

るのである。だからこそ,生徒に詩を書かせる中でくこ

とlか　の持つ可能性を,じゅうぷんに生徒たちに意識

化させていこうとすることがめざされているわけなの

である。

〔注〕

1.山元隆春, 「イギリスの文学教育(1ト-詩教育を

中心に-」, r教育学研究紀要」,第31巻,中国

四国教育学会　pp. 258-61, 1986.3.

, 「イギリスの文学教育(2ト-詩の授業

における学習課題とその指導法-」, 「教育学研

究紀要J,第32巻(第2部), pp.1-6, 1987.3.
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